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はじめに

今回、海陽町を盛り上げる活動

として行われてきた「苔アート」

の制作に携わらせていただいた

作品完成までの記録を発表する



スケジュール

9月25日 海陽町 産業振興課の方々との事業説明

10月12日 現地を視察して情報収集や苔アートの原案のミーティング

11月20日 ブラッシュアップした案を一人ずつ海陽町役場の方々に発表

11月27日 デザインの本案が決定

12月13日 デザインの下書きを行う

12月14日 苔削りとメンテナンスを行う



事前の海陽町フィールドワークについて

大里八幡神社
秋祭り

轟の滝 苔アートの視察手倉海水浴場



各デザイン案のアイディア



最終デザイン案
松本のデザイン案をベースに栃谷君
がブラッシュアップを施して完成し
ました。

テーマは海陽町の美しい星空をもと
に幻想的な宇宙を描きました。日常
の窓を開けると広がっている宇宙は
日常と非日常を対比にして奥行きを
イメージしました。





２日目の作業について



とれとれ市について

• 産直市・出店

地元産の新鮮な魚介類・水産加工物・野菜の販売があった。

何も買わなかったのをとても後悔している

ガラガラ抽選会や豪華アーティストによるライブもあった。

ガラガラ抽選補助券をいただいて並んでいたら、直前で景品が無く
なって抽選できなかった😨

• 餅投げ

世代を超えた人々が参加していて、地域の交流が盛ん。

大勢の人たちでにぎわっていて楽しかった。
何も買わなくても雰囲気だけでも楽しめた。
また行く機会があれば、抽選にも参加したい。



苔アート完成について

初日

二日目

下描き

削り
↓
漂白剤・蓄光塗料の塗布
↓

完成



実施後の自己評価（達成度）
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１．チームで作業すること
で、自分だけでは気づかな
かった発見や発想ができた。

2．チームでの作業に積極
的に取り組むことができた。

3．フィールドワークを通じて、
地域の様々な事象について考え
ることができた。
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実施後の自己評価（難易度）
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１．事前の準備作業（アイデア出し） ２．事前の準備作業（デザインの表現）

３．チームでの作業と他の課題や活動を
行うための時間調整

４．現地（海陽町）での作業



実施後の自己評価（身についた能力）

コミュニケーション力

創造力
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行動力協調性 判断力



実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）

◆判断力
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）

◆行動力
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（身についた能力）
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実施後の自己評価（その他）

◆今後の参加
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今後の苔アート活用案（海陽町を盛り上げる取り組み）

• 地域の学校や団体と協力してメン
テナンスを行い苔アートを維持し
て、観光スポットや地域の老人や
子供たちに愛されるランドマーク
として活用してもらえると嬉しい。



感想とまとめ

今回のフィールドワークでは苔アートをきっかけに、仲間との交流
や地域の方々とのふれあいの機会となりました。現地に訪れ、地域
の雰囲気や魅力を実際に感じることができ、新鮮で貴重な経験とな
りました。

また、苔アートは新たなアートへの挑戦ではありましたが、制作
を通してブラッシュアップを重ねていく中で、少しずつ形になって
いく過程に大きなやりがいを感じました。

海陽町で行われていた様々な活動も印象に残るものが多く、学び
の多い場となりました。制作を行う中で、団結力や協調性、コミュ
ニケーションの大切さを学び、完成した際には大きな達成感を得る
ことができました。今回の経験を、今後の学びや地域との関わりに
活かしていきたいです。





ご清聴ありがとうございました

四国大学生活科学部人間生活科学科
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付録写真撮影：海陽町役場 産業振興課 坂東裕司様


